
2019 年 4月 1日、三芳は生誕 130年を迎えます。歴史を未来につな
ぐためにできること。2月 27日に発表された施政方針のなかから、ま
ちの進む未来を紹介します。

130 年の歴史を未来へつなぐ

愛と信頼  ～平成 31 年度施政方針～
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大
切
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受
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政
施
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史
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降
、
ど
こ
の
自
治
体
と

も
合
併
す
る
こ
と
な
く
歴
史
を
築
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も
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体
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と
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史
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。

　
大
切
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だ
け
で
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未
来
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具
体
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な
政
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。
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来
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。
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社
会
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人
と
人
と
の
絆
に
よ
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て
繋

が
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て
い
ま
す
。
絆
は
信
頼
に
基
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信
頼
に
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る
絆
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力
を
生
み
ま
す
。
真
の

信
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す
る
に
は
、
目
的
に
向
か
っ

て
共
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汗
を
か
く
こ
と
が
求
め
ら
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す
。
時
に
は
葛
藤
や
涙
を
伴
い
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
た
と
き
、
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は
大
き
く
成
長

し
、
人
と
人
と
を
強
く
結
び
つ
け
、
困
難

を
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り
越
え
る
、
未
来
を
切
り
開
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
る
の
で
す
。

↑�三芳町には先人たちが残した豊かな自然をはじめ、
貴重な財産が残されています。

↑ �2/16 ㈯に行われた子ども議会。子どもは地域で守るべき
存在であると同時に、まちづくりの主体者の一員でもあり
ます。

３つの町政運営の
基本方針

POINT

だれしもが幸
しあわせ
福に生きる町に

～オランダを合せ鏡として

橋をかける
～献身と真心が幸福への入り口

新たな生き方の創造
～平凡なことをやり続けること

ホストタウンとなり交流を進
めているオランダの子どもた
ちの幸福度は世界一。オラン
ダ社会を合せ鏡のように日本
社会を照らしてみて、どのよ
うなものが見えてくるのか、
私たちが幸福に生きることが
できるように参考にすべきで
はないでしょうか。「幸福」

をキーワードに、住民一人ひ
とりの幸福の実現のためのま
ちづくりを進めていきます。

まちづくりは先人たちが創り
上げた魅力と活力ある三芳町
を未来への夢や希望と融合さ
せ、生き方の創造を探求する
ことです。それは特別な非日
常的な世界のことではなく、
日々の生活の中で本気で取り
組むことをやり続けた先に新
生します。平凡な自明のこと

を未来に向かってやり続ける
ことが未来の三芳町を切り開
きます。

幸福な町とは、人と人、人と
物が互いに橋をかけあい、つ
ながりが多く、強くなってい
る町のことではないでしょう
か。学校、職場、地域で人々
が幾重にも、過去へも未来へ
も繋がっています。橋は幸福
の架け橋であり、まちづくり
は「橋をかける」ことと言い

換えられます。真心をもって
橋をかけるまちづくりを推進
していきます。
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P14「みよし歴史探訪」では、「三芳誕生130年」と題して毎月、三芳の歴史を紹介します。
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